
(57)【要約】

　液晶表示装置（500）は、第1および第2の基板（510、

530）と、該第1および第2の基板（510、530）の間に設

置された液晶層（522）と、該液晶層（522）の液晶分子

の配向を選択的に変化させ、前記液晶層（522）を通過

する光の偏向を選択的に制御する、一対の電極（520、5

26）と、前記光の通過する、2つの基板（510、530）の

一方の表面上の複屈折補正器型（550）と、を有する。

該複屈折補正器型（550）は、当該装置（500）が暗状態

で作動された際に、前記液晶層（522）によって生じる

残留遅延特性を補正する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 基 板 と 、
　 該 半 導 体 基 板 上 に 設 置 さ れ た 複 数 の 反 射 型 画 素 電 極 と 、
　 該 反 射 型 画 素 電 極 上 に 設 置 さ れ た 液 晶 層 と 、
　 該 液 晶 層 上 に 設 置 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 透 明 電 極 と 、
　 該 透 明 電 極 上 に 設 置 さ れ た 透 明 被 覆 層 と 、
　 を 有 す る 反 射 型 液 晶 オ ン シ リ コ ン （ LCOS） 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 透 明 被 覆 層 の 表 面 に は 、 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 部 が 提 供 さ れ 、 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 構
造 部 は 、 可 視 光 の 最 小 波 長 よ り も 小 さ な ピ ッ チ の 、 複 数 の 回 折 格 子 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 反 射 型 液 晶 オ ン シ リ コ ン （ LCOS） 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 部 は 、 第 1の 偏 向 を 有 す る 光 に 第 1の 平 均 屈 折 率 を 提 供 し 、 第 2
の 偏 向 を 有 す る 光 に 第 2の 平 均 屈 折 率 を 提 供 す る よ う に 適 合 さ れ 、 前 記 第 1お よ び 第 2の 平
均 屈 折 率 は 、 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 部 は 、 当 該 装 置 が 暗 状 態 で 作 動 さ れ た 際 に 、 前 記 液 晶 層 に よ っ
て 生 じ る 残 留 遅 延 特 性 を 補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の 回 折 格 子 の 各 々 は 、 三 角 形 断 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 各 回 折 格 子 は 、 前 記 構 造 部 の 材 料 の 量 が 、 前 記 回 折 格 子 の 上 部 か ら 底 部 に か け て 単 調 に
増 加 す る 断 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 部 は 、 前 記 透 明 被 覆 層 の 上 部 表 面 に 、 直 接 パ タ ー ン 化 さ れ た UV
硬 化 重 合 体 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 1お よ び 第 2の 基 板 と 、
　 該 第 1お よ び 第 2の 基 板 の 間 に 設 置 さ れ た 液 晶 層 と 、
　 該 液 晶 層 の 液 晶 分 子 の 配 向 を 選 択 的 に 変 化 さ せ 、 前 記 液 晶 層 を 通 過 す る 光 の 偏 向 を 選 択
的 に 制 御 す る 手 段 と 、
　 前 記 光 の 通 過 す る 、 2つ の 基 板 の 一 方 の 表 面 上 の 複 屈 折 補 正 器 型 と 、
　 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 は 、 前 記 基 板 の 一 つ に 統 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 7に 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 は 、 前 記 基 板 の 一 つ に 設 置 さ れ た 分 離 透 明 シ ー ト に 統 合 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 7に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 は 、 前 記 透 明 シ ー ト と 同 一 の 材 料 の 前 記 透 明 シ ー ト に 形 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 9に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 は 、 屈 折 率 が 一 方 向 に 変 化 す る 材 料 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 7に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 は 、 長 方 形 断 面 の 複 数 の 回 折 格 子 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
7に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 は 、 複 数 の 回 折 格 子 を 有 し 、 各 回 折 格 子 は 、 前 記 構 造 内 の 材 料 の 量
が 、 前 記 回 折 格 子 の 上 部 か ら 底 部 に か け て 単 調 に 増 加 す る 断 面 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 7に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 液 晶 層 の 液 晶 分 子 の 配 向 を 選 択 的 に 変 化 さ せ 、 前 記 液 晶 層 を 通 過 す る 光 の 偏 向 を 選
択 的 に 制 御 す る 前 記 手 段 は 、 前 記 2つ の 基 板 の 一 方 上 の 第 1の 電 極 と 、 前 記 2つ の 基 板 の 他
方 上 の 第 2の 電 極 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 7に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 半 導 体 基 板 と 、
　 該 半 導 体 基 板 上 に 設 置 さ れ た 複 数 の 画 素 電 極 と 、
　 該 画 素 電 極 上 に 設 置 さ れ た 液 晶 層 と 、
　 該 液 晶 層 上 に 設 置 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 透 明 電 極 と 、
　 該 透 明 電 極 上 に 設 置 さ れ た 透 明 被 覆 層 と 、
　 該 透 明 被 覆 層 の 表 面 上 に 提 供 さ れ た 透 明 シ ー ト と 、
　 を 有 す る 液 晶 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 透 明 シ ー ト は 、 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 部 は 、 前 記 透 明 シ ー ト と 同 一 の 材 料 の 前 記 透 明 シ ー ト に 形 成 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 15に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 部 は 、 前 記 透 明 シ ー ト の 上 部 表 面 に 、 直 接 パ タ ー ン 化 さ れ た UV
硬 化 重 合 体 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 15に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 部 は 、 複 数 の 回 折 光 子 を 有 し 、 各 回 折 格 子 は 、 前 記 構 造 内 の 材
料 の 量 が 、 前 記 回 折 格 子 の 上 部 か ら 底 部 に か け て 単 調 に 増 加 す る 断 面 を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 15に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 部 は 、 三 角 形 断 面 の 複 数 の 回 折 格 子 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 15に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 部 は 、 屈 折 率 が 一 方 向 に 変 化 す る 材 料 を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 15に 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 示 装 置 の 分 野 に 関 し 、 特 に 複 屈 折 補 正 器 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 （ LCD） 装 置 は 、 需 要 成 長 が 続 い て お り 、 売 り 上 げ を 伸 ば し て い る 。 LCDは 、 コ
ン ピ ュ ー タ の 表 示 装 置 と し て の み な ら ず 、 テ レ ビ ジ ョ ン や ビ デ オ モ ニ タ と し て も 用 い ら れ
て い る 。 液 晶 オ ン シ リ コ ン （ LCOS） 装 置 は 、 液 晶 装 置 の 一 種 で あ り 、 投 射 型 テ レ ビ ジ ョ ン
お よ び 投 射 型 ビ デ オ モ ニ タ の よ う な 、 投 射 表 示 装 置 に 徐 々 に 用 い ら れ る よ う に な っ て い る
。 特 に 、 反 射 型 LCOSパ ネ ル を 用 い る 投 射 型 表 示 シ ス テ ム は 、 Janssenら の 米 国 特 許 第 5,532
,763号 明 細 書 に 記 載 さ れ て お り 、 そ の 全 内 容 は 、 参 照 文 献 と し て 本 願 に 取 り 入 れ ら れ て い
る 。 そ の よ う な 投 射 型 表 示 シ ス テ ム に 用 い ら れ る LCOS装 置 の 一 例 は 、 Melnikら の 米 国 特 許
第 6,545,731号 明 細 書 に 記 載 さ れ て お り 、 そ の 全 内 容 は 、 参 照 文 献 と し て 本 願 に 取 り 入 れ
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 1に は 、 反 射 型 LCOS装 置 100を 示 す 。 装 置 100は 、 該 当 部 分 に シ リ コ ン 基 板 110を 有 し 、
そ の 上 に は 、 絶 縁 層 115、 複 数 の 反 射 型 画 素 電 極 120、 液 晶 層 122、 イ ン ジ ウ ム ス ズ 酸 化 物
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（ ITO） の よ う な 透 明 電 極 126、 透 明 被 覆 ガ ラ ス 層 130お よ び 1ま た は 2以 上 の 分 離 補 正 膜 150
が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 に 反 射 型 LCOS装 置 100は 、 以 下 の よ う に 作 動 す る 。 高 強 度 の 偏 向 光 線 が 、 LCOS装 置 1
00の 少 な く と も 一 部 に 誘 導 さ れ る 。 偏 向 光 線 は 、 透 明 被 覆 ガ ラ ス 層 130、 透 明 電 極 126、 お
よ び 液 晶 層 122を 通 過 す る 。 偏 向 光 線 は 、 反 射 型 画 素 電 極 120で 反 射 さ れ 、 液 晶 層 122を 通
っ て 逆 方 向 に 進 行 し 、 透 明 被 覆 ガ ラ ス 層 130か ら 放 射 さ れ る 。 液 晶 材 料 間 に 電 圧 が 印 加 さ
れ る と 、 光 線 の 偏 向 が 変 化 し 、 例 え ば あ る 直 線 偏 光 が 直 交 直 線 偏 光 に な る 。 す な わ ち 、 液
晶 層 122は 、 画 素 電 極 120と 透 明 電 極 126の 間 に 印 加 さ れ る 電 位 差 に 依 存 し た 、 偏 光 変 調 器
と し て 作 用 す る 。 偏 向 さ れ た 光 線 は 、 反 射 型 LCOS100か ら 放 射 さ れ 、 検 光 子 ま た は あ る 偏
光 を フ ィ ル タ 処 理 す る 偏 光 ビ ー ム ス プ リ ッ タ を 通 過 す る 。 さ ら に 偏 向 さ れ た 光 線 は 、 結 像
レ ン ズ を 通 り 、 ス ク リ ー ン 上 に 像 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ こ で 、 像 の コ ン ト ラ ス ト は 、 LCD装 置 お よ び 特 に 投 射 表 示 シ ス テ ム に 用 い ら れ る 反 射
型 LCOS装 置 を 含 む 、 い か な る 表 示 装 置 に お い て も 重 要 な パ ラ メ ー タ で あ る 。 残 念 な こ と に
、 反 射 型 LCOS装 置 100は 、 暗 状 態 に 駆 動 さ れ た 際 に 、 装 置 に 照 射 さ れ る 光 の 残 留 遅 延 特 性
を 示 す た め 、 表 示 画 像 の コ ン ト ラ ス ト は 制 限 を 受 け る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 残 留 遅 延 特 性 の 補 正 、 さ ら に は 所 望 の コ ン ト ラ ス ト 比 を 得 る に は 、 LCOS装 置 100に は 、
図 1に 示 す よ う に 、 被 覆 ガ ラ ス 層 130上 に 1ま た は 2以 上 の 分 離 補 正 器 膜 150を 設 け る 必 要 が
あ る 。 通 常 、 補 正 器 膜 150は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 膜 で あ っ て 、 所 定 の 方 向 に 所 定 量 だ け 変
形 す る （ 例 え ば 伸 び る ） こ と に よ っ て 、 複 屈 折 を 生 じ さ せ 、 そ こ を 通 る 光 は 、 反 射 型 LCOS
に よ っ て 生 じ る 残 留 遅 延 特 性 と は 反 対 の 遅 延 特 性 を 受 け る 。 従 っ て 、 表 示 さ れ る 像 の コ ン
ト ラ ス ト は 、 向 上 す る 。 補 正 器 膜 150は 、 反 射 型 LCOSの 上 部 に 傾 斜 し た 状 態 で 設 置 さ れ 、
暗 状 態 の 残 留 遅 延 特 性 の 適 正 な 補 正 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 願 で は 、 特 定 の 反 射 型 LCOS装 置 に 着 目 し て 説 明 す る が 、 残 留 遅 延 特 性 の 問 題 お よ び そ
の 影 響 に よ る コ ン ト ラ ス ト 制 限 の 問 題 は 、 通 常 の LCD装 置 に も 当 て は ま り 、 補 正 器 膜 は 、
直 視 型 LCD装 置 に 共 通 に 用 い ら れ る こ と を 理 解 す る 必 要 が あ る 。 直 視 型 LCD装 置 の 場 合 、 補
正 器 膜 は 、 さ ら に デ ィ ス プ レ イ の 視 角 特 性 を 改 善 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 実 際 に は 、 補 正 器 膜 150は 、 2枚 の 高 品 質 ガ ラ ス 152、 154の 間 に 設 置 さ れ 、 そ の 形 状 が 維
持 さ れ 、 構 造 が 補 強 さ れ る 。 ま た 各 ガ ラ ス 152お よ び 154に は 、 抗 反 射 （ AR） コ ー テ ィ ン グ
を 設 置 し て 反 射 を 最 小 化 し 、 表 示 コ ン ト ラ ス ト を さ ら に 低 下 さ せ る 必 要 が あ る 。 ま た こ の
場 合 、 透 明 被 覆 ガ ラ ス 層 130に ARコ ー テ ィ ン グ を 提 供 し て 、 透 明 被 覆 ガ ラ ス 層 130と 大 気 の
間 の 界 面 で の 反 射 を 最 小 化 さ せ る こ と も 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 LCDに お け る 残 留 遅 延 特 性 お よ び ス キ ュ ー 角 補 正 の 問 題 の さ ら な る 記 載 、 な ら び に 補 正
器 膜 の 使 用 に つ い て は 、 Jepsenの 米 国 特 許 第 6,307,607号 明 細 書 に 記 載 さ れ て お り 、 そ の
全 内 容 は 、 本 願 の 参 照 文 献 と し て 取 り 入 れ ら れ 、 全 て の 目 的 に お い て 本 願 に 示 さ れ て い る
も の と み な さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 残 念 な こ と に 、 補 正 器 膜 に は 、 前 述 の よ う に 、 関 連 す る 問 題 お よ び 欠 点 が あ る 。 前 述 の
よ う に 、 所 望 の 遅 延 特 性 は 、 所 定 の 方 向 の 所 定 の 量 の 変 形 （ 例 え ば 伸 び ） に よ っ て 、 補 正
器 膜 150内 で 生 じ る 。 し か し な が ら 必 要 な 遅 延 特 性 は 、 比 較 的 低 い （ 例 え ば 20乃 至 30nm）
た め 、 極 め て 高 い 精 度 が 必 要 に な る 。 従 っ て 、 補 正 器 膜 を 用 い て 、 要 求 さ れ る 量 の 遅 延 特
性 を 常 に 再 現 性 よ く 生 じ さ せ る こ と は 難 し く 、 製 作 歩 留 ま り は 、 し ば し ば 低 下 す る 。 ま た
補 正 器 膜 は 、 装 置 の 画 像 面 に 近 接 し て 設 置 さ れ る た め 、 そ の 見 か け の 品 質 は 、 高 く し な け
れ ば な ら な い 。 ま た 補 正 器 膜 は 、 高 品 質 ARガ ラ ス シ ー ト の 間 に 設 置 さ れ る た め 、 装 置 コ ス
ト が 上 昇 す る 。 さ ら に パ ッ ケ ー ジ 化 お よ び 補 正 器 膜 の 設 置 は 、 半 導 体 製 作 工 程 が 完 了 し て
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か ら 行 わ れ る た め 、 全 装 置 製 作 工 程 が 複 雑 に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 5,532,763号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 6,545,731号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 従 っ て 、 LCD装 置 の 残 留 位 相 シ フ ト を 補 正 し て 、 コ ン ト ラ ス ト を 向 上 す る こ と の で き る
、 改 良 さ れ た 方 法 お よ び 装 置 を 提 供 す る こ と が 望 ま れ て い る 。 ま た 常 に 再 現 性 良 く 、 高 歩
留 ま り で 製 作 す る こ と の で き る 、 LCD用 の 補 正 装 置 が 望 ま れ て い る 。 さ ら に 、 LCD装 置 に お
い て 、 装 置 の 製 作 工 程 全 体 が 簡 略 化 さ れ た 、 残 留 依 存 シ フ ト を 補 正 す る 方 法 お よ び 装 置 を
提 供 す る こ と が 望 ま れ て い る 。 本 発 明 は 、 1ま た は 2以 上 の 前 述 の 課 題 に 対 処 す る こ と を 課
題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 1の 態 様 で は 、 反 射 型 液 晶 装 置 は 、 半 導 体 基 板 と ； 該 半 導 体 基 板 上 に 設 置 さ
れ た 複 数 の 反 射 型 画 素 電 極 と ； 該 反 射 型 画 素 電 極 上 に 設 置 さ れ た 液 晶 層 と ； 該 液 晶 層 上 に
設 置 さ れ た 少 な く と も 一 つ の 透 明 電 極 と ； 該 透 明 電 極 上 に 設 置 さ れ た 透 明 被 覆 層 と ； を 有
し 、 前 記 透 明 被 覆 層 の 表 面 に は 、 可 視 光 の 最 小 波 長 よ り も 小 さ な ピ ッ チ の 、 複 数 の 回 折 格
子 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 で は 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 第 1お よ び 第 2の 基 板 と ； 該 第 1お よ び 第 2の 基
板 の 間 に 設 置 さ れ た 液 晶 層 と ； 該 液 晶 層 の 液 晶 分 子 の 配 向 を 選 択 的 に 変 化 さ せ 、 前 記 液 晶
層 を 通 過 す る 光 の 偏 向 を 選 択 的 に 制 御 す る 手 段 と ； 前 記 光 が 放 射 さ れ る 、 2つ の 基 板 の 一
方 の 表 面 上 の 複 屈 折 補 正 器 型 と ； を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 で は 、 液 晶 装 置 は 、 半 導 体 基 板 と ； 該 半 導 体 基 板 上 に 設 置 さ れ
た 複 数 の 画 素 電 極 と ； 該 画 素 電 極 上 に 設 置 さ れ た 液 晶 層 と ； 該 液 晶 層 上 に 設 置 さ れ た 少 な
く と も 一 つ の 透 明 電 極 と ； 該 透 明 電 極 上 に 設 置 さ れ た 透 明 被 覆 層 と ； 該 透 明 被 覆 層 の 表 面
上 に 設 置 さ れ た 透 明 シ ー ト と ； を 有 し 、 前 記 透 明 シ ー ト は 、 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 部 を 有 す
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 別 の お よ び 他 の 態 様 は 、 以 下 の 説 明 か ら 明 ら か と な ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 の 記 載 お よ び 請 求 項 に お い て 、 第 1の 装 置 ま た は 構 造 が 、 第 2の 装 置 ま た は 構 造 「 上
」 に あ る と い う 表 現 が さ れ て い る 場 合 、 こ の 言 葉 は 、 第 1の 装 置 ま た は 構 造 が 、 直 接 第 2の
装 置 ま た は 構 造 上 に 設 置 さ れ て い る 場 合 、 ま た 第 1の 装 置 ま た は 構 造 と 第 2の 装 置 ま た は 構
造 の 間 に 、 中 間 装 置 ま た は 構 造 や 空 気 が あ る 場 合 、 の 両 方 を 包 含 す る こ と を 理 解 す る 必 要
が あ る 。 第 1の 装 置 ま た は 構 造 が 、 直 接 第 2の 装 置 ま た は 構 造 上 に あ っ て 、 い か な る 中 間 装
置 ま た は 構 造 も 存 在 し な い 状 態 を 表 す 際 に は 、 第 1の 装 置 ま た は 構 造 が 、 直 接 第 2の 装 置 ま
た は 構 造 上 に あ る と い う 表 現 を 用 い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 2に は 、 屈 折 率 補 正 器 型 を 有 す る 、 液 晶 オ ン シ リ コ ン （ LCOS） 装 置 等 の 反 射 型 液 晶 装
置 200の 断 面 図 を 示 す 。 図 2に 示 す よ う に 、 装 置 200は 、 該 当 場 所 に 、 半 導 体 （ 例 え ば シ リ
コ ン ） 基 板 210を 有 し 、 こ の 上 に は 、 絶 縁 層 215、 複 数 の 反 射 型 画 素 電 極 220、 液 晶 層 222、
イ ン ジ ウ ム ス ズ 酸 化 物 （ ITO） の よ う な 透 明 電 極 226、 透 明 物 質 ま た は 被 覆 層 230お よ び 屈
折 率 補 正 器 型 250が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 半 導 体 基 板 210、 絶 縁 層 215、 反 射 型 画 素 電 極 220、 液 晶 層 222お よ び 透 明 電 極 226は 、 前
述 の 図 1に 示 し た 対 応 素 子 と 同 等 の も の で あ る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 た だ し 図 1の 装 置 100と 比 べ て 、 装 置 200は 、 変 形 処 理 （ 例 え ば 伸 び ） の 際 に 複 屈 折 が 生
じ る 材 料 で 構 成 さ れ た 、 い か な る 補 正 器 膜 150も 有 さ な い 。 そ の 代 わ り 、 装 置 200は 、 透 明
層 の 表 面 に パ タ ー ン 化 ま た は 形 成 さ れ た 、 複 屈 折 補 正 器 型 250を 有 す る 。 複 屈 折 補 正 器 型 2
50は 、 光 線 が そ こ を 通 過 し た と き に 、 液 晶 層 222が 暗 状 態 の 際 に 生 じ る 残 留 遅 延 特 性 を 補
正 す る 遅 延 特 性 を 生 じ さ せ る 。 以 下 に こ れ を 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 3に は 、 装 置 200に 用 い ら れ る 、 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 300の 第 1の 実 施 例 を 示 す 。 複 屈 折
補 正 器 型 構 造 300は 、 透 明 材 料 の 表 面 に 、 直 接 設 置 さ れ 、 ま た は パ タ ー ン 化 さ れ た 、 一 連
の 高 周 波 位 相 回 折 格 子 を 有 す る 。 回 折 格 子 は 、 ガ ラ ス 等 の 誘 電 体 材 料 で 構 成 さ れ る 。 回 折
格 子 の 周 期 は 、 そ こ を 通 る 可 視 光 の 波 長 よ り も 短 い こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 回 折 次 数
は 、 エ バ ネ ッ セ ン ト と な り 、 回 折 格 子 構 造 に 対 応 し た 、 ゼ ロ 次 の 屈 折 率 プ ロ フ ァ イ ル が 観
察 さ れ る 。 1次 回 折 格 子 構 造 の 場 合 、 屈 折 率 プ ロ フ ァ イ ル は 異 方 性 と な り 、 構 造 部 は 、 複
屈 折 を 示 す よ う に な る 。 基 板 材 料 310、 お よ び 回 折 格 子 周 期 と ジ ュ ー テ ィ サ イ ク ル に 同 調
す る 隣 接 （ 入 射 ） 材 料 320の 屈 折 率 は 、 回 折 格 子 線 と 平 行 お よ び 垂 直 な 光 の 実 効 屈 折 率 を
定 め る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 例 え ば 、 反 射 型 LCOS装 置 に よ っ て 、 30nmの 補 正 が 必 要 な 残 留 遅 延 特 性 が 生 じ る と 想 定 す
る 。 ま た ガ ラ ス （ n=1.5） 内 の 、 入 射 材 料 で あ る 空 気 と の 界 面 に 、 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 が
形 成 さ れ る と 仮 定 す る 。 回 折 格 子 周 期 が 入 射 光 線 波 長 の 約 0.3倍 未 満 の と き 、 50％ の ジ ュ
ー テ ィ サ イ ク ル で の 屈 折 率 差 は 、 約 Δ n=0.1と な る 。 こ の 場 合 、 回 折 格 子 の 厚 さ は 、 約 300
nmと な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 部 300の 屈 折 率 差 は 、 回 折 格 子 周 期 が 照 射 光 線 の 波 長 に 近 づ く と 、
回 折 格 子 周 期 に 依 存 す る 。 こ の 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 の 特 性 は 、 補 正 器 の 分 散 を 、 そ の 構 造
部 を 含 む 液 晶 装 置 の 残 留 遅 延 特 性 の 分 散 に 合 致 す る よ う に 調 整 す る こ と が で き る 点 で 有 意
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 4に は 、 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 400の 第 2の 実 施 例 を 示 す 。 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 400で は 、
図 3の 長 方 形 断 面 と は 異 な り 、 回 折 格 子 が 三 角 形 断 面 を 有 す る 。 従 っ て 回 折 格 子 プ ロ フ ァ
イ ル は 、 複 屈 折 補 正 器 型 構 造 の 基 板 と 垂 直 な 位 置 に よ っ て 変 化 し （ す な わ ち 、 上 部 か ら 底
部 ま で ） 、 実 効 屈 折 率 は 、 低 屈 折 率 の 入 射 材 料 （ 例 え ば 空 気 ） か ら 、 高 屈 折 率 の 基 板 材 料
（ 例 え ば ガ ラ ス ） ま で 単 調 に 変 化 す る （ 特 異 点 は 示 さ な い ） 。 換 言 す れ ば 、 回 折 格 子 の 断
面 は 、 高 屈 折 率 材 料 （ 例 え ば ガ ラ ス ） の 量 が 、 そ の 構 造 部 の 上 部 か ら 底 部 に か け て 単 調 に
増 加 す る プ ロ フ ァ イ ル を 有 す る 。 そ の よ う な 単 調 な 回 折 格 子 プ ロ フ ァ イ ル は 、 抗 反 射 特 性
を 提 供 し 、 分 離 抗 反 射 （ A／ R） 層 ま た は コ ー テ ィ ン グ の 必 要 性 が な く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 述 の 記 載 か ら 、 他 の 回 折 格 子 プ ロ フ ァ イ ル に つ い て も 容 易 に 想 到 す る こ と が で き る 。
例 え ば 、 正 弦 波 断 面 の 構 造 を 用 い て 、 単 調 増 加 す る 回 折 格 子 プ ロ フ ァ イ ル を 提 供 す る こ と
も 可 能 で あ り 、 こ れ に よ り 分 離 A／ R層 ま た は コ ー テ ィ ン グ を 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 複 屈 折 補 正 器 型 250に は 、 各 種 方 法 で 比 較 的 容 易 か つ 確 実 に 複 製 す る こ と が で き る と い
う 利 点 が あ る 。 必 要 な 回 折 格 子 プ ロ フ ァ イ ル は 、 所 望 の 透 明 材 料 の 表 面 に そ の 構 造 を ス タ
ン プ 転 写 す る 際 に 使 用 さ れ る 、 ニ ッ ケ ル 楔 内 に 製 作 す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 複 屈 折
補 正 器 型 250は 、 光 学 的 に 透 明 な 液 体 の 重 合 体 を UV硬 化 さ せ て 、 所 望 の 透 明 材 料 の 表 面 に
パ タ ー ン 化 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 別 の 実 施 例 で は 、 複 屈 折 補 正 器 型 250は 、 物 理 的 な プ ロ フ ァ イ ル を 有 さ な い 回 折 格 子 を
有 す る 。 回 折 格 子 は 、 あ る 方 向 に 沿 っ て は 均 一 な 屈 折 率 で あ っ て 、 第 2の 方 向 に 沿 っ て は
変 化 す る 屈 折 率 を 有 す る 構 造 部 を 製 作 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 複 屈 折 補 正
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器 型 250は 、 モ ノ マ ー ／ 液 晶 混 合 物 を 、 干 渉 パ タ ー ン （ 例 え ば 正 弦 波 ） を 形 成 す る UV光 に
露 光 す る こ と に よ っ て 製 作 さ れ 、 屈 折 率 ／ 位 相 格 子 に よ っ て 、 位 相 分 離 が 生 じ る 。 換 言 す
る と 、 回 折 格 子 は 、 複 屈 折 補 正 器 型 材 料 内 に 、 該 材 料 の 屈 折 率 の 不 一 致 の 結 果 生 じ る 、 構
造 の 不 一 致 パ タ ー ン （ 例 え ば 正 弦 波 ） と し て 存 在 す る 。 こ の 場 合 、 複 屈 折 補 正 器 型 の 物 理
的 表 面 は 、 平 坦 な プ ロ フ ァ イ ル を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 従 っ て 、 図 1の 補 正 器 膜 150に 比 べ て 、 製 作 歩 留 ま り が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 複 屈 折 補 正 器 型 250は 、 A／ R層 ま た は コ ー テ ィ ン グ を 有 す る 透 明 ガ ラ ス シ ー ト の よ う な
透 明 被 覆 層 230上 に 設 置 さ れ た 、 分 離 透 明 シ ー ト に 統 合 さ れ て も 良 い 。 前 述 の 例 で は 、 複
屈 折 補 正 器 型 250は 、 透 明 シ ー ト に ス タ ン プ 転 写 さ れ 、 ま た は 透 明 シ ー ト に パ タ ー ン 化 さ
れ 、 あ る い は 別 の 処 理 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 複 屈 折 補 正 器 型 250が 、 透 明 シ ー ト 上 に パ タ
ー ン 化 さ れ る 場 合 、 複 屈 折 補 正 器 型 250は 、 透 明 シ ー ト と は 異 な る 材 料 構 造 を 有 し て も 良
い 。 透 明 シ ー ト は 、 そ の 後 、 複 屈 折 補 正 器 型 250の 担 体 と し て 作 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 複 屈 折 補 正 器 型 250は 、 図 2の 透 明 被 覆 層 230に 統 合 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ り
、 表 面 内 に 製 作 さ れ 、 ま た は 直 接 表 面 上 に 製 作 さ れ る 。 そ の 場 合 、 回 折 格 子 の 抗 反 射 特 性
に よ っ て 、 そ の 上 の い か な る A／ Rコ ー テ ィ ン グ も 省 略 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り
、 図 1に 示 す 装 置 に 比 べ て 、 全 体 の 装 置 製 作 工 程 が 簡 略 化 さ れ る 。 透 明 被 覆 層 230お よ び 複
屈 折 補 正 器 型 250は 、 そ れ ぞ れ ガ ラ ス で 構 成 さ れ る こ と が 好 ま し い が 、 他 の 適 当 な 透 明 材
料 で 代 用 し て も 良 い 。 前 述 の 例 で は 、 複 屈 折 補 正 器 型 250は 、 透 明 被 覆 層 230に ス タ ン プ 転
写 さ れ 、 ま た は 透 明 被 覆 層 230に パ タ ー ン 化 さ れ 、 あ る い は 別 の 処 理 で 形 成 さ れ る 。 複 屈
折 補 正 器 型 250が 透 明 被 覆 層 230上 に パ タ ー ン 化 さ れ る 場 合 、 複 屈 折 補 正 器 型 250は 、 透 明
被 覆 層 230と は 異 な る 材 料 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 述 の 記 載 で は 、 主 と し て 反 射 型 LCOS装 置 を 例 に 示 し た が 、 複 屈 折 補 正 器 型 は 、 液 晶 表
示 （ LCD） 装 置 に 幅 広 く 適 用 で き る 。 図 5に は 、 直 視 型 LCDパ ネ ル 500を 示 す 。 LCDパ ネ ル 500
は 、 該 当 部 分 に ： 第 1お よ び 第 2の 基 板 510、 530； 第 1お よ び 第 2の 基 板 510、 530の 間 に 設 置
さ れ た 液 晶 層 522； そ れ ぞ れ 、 第 1お よ び 第 2の 基 板 510、 530上 に 設 置 さ れ た 、 第 1お よ び 第
2の 電 極 520、 526； お よ び 光 が 装 置 か ら 放 出 さ れ る 際 に 通 過 す る 、 第 2の 基 板 530の 表 面 の
複 屈 折 補 正 器 型 550； を 有 す る 。 誘 電 体 層 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 層 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ T
FT） 画 素 ス イ ッ チ お よ び カ ラ ー フ ィ ル タ 等 の 、 別 の 従 来 の 部 品 は 、 通 常 通 り 、 そ の よ う な
直 視 型 LCD装 置 に 含 ま れ て い る が 、 こ れ ら は 、 説 明 の 簡 略 化 の た め 図 5に は 示 さ れ て い な い
。 ま た 装 置 500は 、 第 1の 基 板 510に 画 素 電 極 520を 、 第 2の 基 板 530に 第 2の 電 極 526を 有 す る
よ う に 示 さ れ て い る が 、 第 1お よ び 第 2の 電 極 は 、 い か な る 既 知 の 構 造 で あ っ て も 良 く 、 例
え ば 、 同 一 基 板 上 に 隣 り 合 わ せ に 設 置 さ れ た 電 極 を 有 す る 水 平 構 造 等 と し て も 良 い 。 重 要
な こ と は 、 装 置 500が 、 液 晶 層 522の 液 晶 分 子 の 配 向 を 選 択 的 に 変 化 さ せ る 何 ら か の 手 段 を
有 し 、 液 晶 層 522を 通 過 す る 光 の 偏 向 を 選 択 的 に 制 御 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 装 置 200と 同 様 、 直 視 型 LCDパ ネ ル 500に お い て 、 複 屈 折 補 正 器 型 550は 、 第 2の 基 板 530に
統 合 さ れ 、 ま た は 第 2の 基 板 530の 上 部 表 面 に 設 置 さ れ た 分 離 透 明 シ ー ト に 統 合 さ れ て も 良
い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 願 で は 、 好 適 実 施 例 に つ い て 示 し た が 、 本 発 明 の 観 念 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 し な い で 、
多 く の 変 更 が 可 能 で あ る 。 そ の よ う な 変 更 は 、 本 願 の 明 細 書 、 図 面 、 お よ び 特 許 請 求 の 範
囲 の 記 載 の 検 討 に よ っ て 、 当 業 者 に は 容 易 に 理 解 さ れ る 。 従 っ て 本 発 明 は 、 添 付 の 特 許 請
求 の 範 囲 の 観 念 お よ び 範 囲 以 外 の も の に は 、 限 定 さ れ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 液 晶 オ ン シ リ コ ン （ LCOS） 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 屈 折 率 補 正 器 型 を 有 す る 反 射 型 LCOS装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 LCD装 置 に 用 い ら れ る 、 屈 折 率 補 正 器 型 構 造 の 第 1の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 LCD装 置 に 用 い ら れ る 、 屈 折 率 補 正 器 型 構 造 の 第 1の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 屈 折 率 補 正 器 型 を 有 す る 、 直 視 型 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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